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奥羽大学歯学部5年 生を対象とした
口腔イ ンプラン ト実習の概要 とアンケー ト結果
－平成19年度 と平成20年度 との比較 －
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緒 言
　 口腔 インプラント治療 は,開業医での普及拡大
はもとより,大学附属病院においても急速に普及






においても実習 として取 り入れ られている13)。奥
羽大学附属病院においては,口 腔インプラント外
来が組織化されてか らは,年 々症例数が増加 して
いる。そのような中で,口 腔 インプラン トに関す
る基礎知識の習得および実習の要望が学生間で高
まってきていたが,従 来のカリキュラムでは,平






18年度の歯学部5年 生か ら口腔 インプ ラン ト実
習を導入するに至り,その概要を報告 してきた14,15)。
　今回は,学 生が理解 しやす く学習意欲 を向上 さ
せることができるような口腔インプラン ト実習の
教育法 を検討する目的で,平 成19年度 と平成20
年度の診療参加型実習における臨床基礎実習中の






















◆ サージカルガイ ドを準備 して、埋入方向を確認さ
　 せた。






◆ 口腔インプラン ト手術用特殊器材の取 り扱い説明
　 を行った。
◆ 視覚的な実習書の作成。
　実習の概要としては,実 習の一般 目標 を 「安全
かつ確実な口腔 インプラン ト治療を施すために,
模型実習を通 して,基 本的な口腔 インプラン ト治
療の流れとフィクスチャー埋入(2ピース2回法)
の手技を習得する。」とした。また行動目標を 「口
腔 インプ ラン ト治療の基本的手技 を体験す る。」
等の5項 目とした(表1)。
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① 下顎 の顎模型 にソケ ッ ト状











面 を感 じなが ら切開 をする。
7近心は歯肉溝切開とした。
④ 骨膜剥 離後,埋 入 点 をマー
キ ン グ し,ド リル コ ン トラ
#16-Sに ス トッパ ー リン
グ#5を 通 し,全長 を10mm
とす る。続 い て,埋入 方向 を確
認 しな が ら,骨 面 に ス トッ
パー リン グが接 す るまで慎 重
にガ イ ドホー ル を形成 す る。
⑤ トライアル ピンSにてガ
イ ドホールの深度の確認と方
向 を確認 する。ガイ ドホール
にクローバー ドリル#2先端
のガイ ド部 を挿入し,切削す
る。抵 抗感 が あれ ばガイ ド
ホールの方向と異なる可能性
がある。
⑥ ク ロ ーバ ー ドリル#3に
て フ ィクスチ ャー窩底 の形 成
を行 う。また,ト ライアル ガイ
ドを挿 入 す る こ とに よ って,
フ ィクス チ ャー窩の 深度 と方
向 を確 認 し,埋 入窩 の形成 を
完了 させ る。
⑦ フ ィ クス チ ャー を ケ ー ス
か ら 取 り 出 し,フ ィ ク ス
チ ャー窩 に 挿 入す る。時計 周
りに回転 させ,埋 入 してい き,
抵抗 が増 してきた らキ ャ リア
キャ ップ を引 き抜 き,ド ラ イ
バ ーホル ダ ーを装着 し埋 入 を
してい く。
⑧ トルク レンチに よ り,初 期
固定 を確認 後,ド ライバ ーS
(マイ ナ ス形 体)を 逆 回 転 し
て,ド ラ イバー ア タッチ メ ン
トを除去 す る。
⑨ ドラ イ バ ーSH(六 角 形
体)に カバ ーキ ャ ップを取 り
付 け,フ ィクス チ ャーに装 着
す る。カバ ー キャ ップ で,歯 肉
や切 削 片 を噛み こん でな いか








⑪2ヶ 所 を単純縫合 した時
点で,上方より粘膜弁がずれ
てい ないかを確認する。可司
中 央 部 す な わち フ ィク ス
チャー問を水平マットレス法
にて縫合する。刺入点 は切 開
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ス トレーションを行い,実 習後にフィー ドバ ック
を実施 した(図1)。 さらに平成18年度か ら導入
した本実習 をより充実するために,実習に関 して
考慮 した点を表2に 示す。なお,実 習手順の概略
については図2に 示す通 りである。
　調査対象は,口 腔インプラン ト実習を実施 した
奥羽大学歯学部5年 生(平 成19年度91名と平成
20年度94名)であり,実 習前後にアンケー トを
行った。アンケー トは,5段 階評価により実施 し
た。満足できなかった状態(悪 かった ・不足 して






度 ・口腔インプラン ト治療の導入 ・インス トラク










1.実 習 前 に お 聞 き します 。 口腔 イ ンプ ラ ン ト治療 に ど
　 ん な イメ ー ジが あ ります か?
　 　 　 ※1～10個 の 箇条 書 き
2.実習 後 に1～10の 事 は、 ど う変 化 しま したか?
3.口腔 イ ンプ ラン ト実 習 に は、満 足 で きま したか?
4.実習 時 間 は、 ど うで した か?
5.口腔 イ ンプ ラン ト実 習 全 体 の難 易 度 は、 どの く らい
　 で したか?
6.イ ン プ ラ ン ト埋 入(ド リリ ング)の 難 易 度 は、 どの
　 くらい で した か?
7.口腔 イ ンプ ラ ン ト実 習 の 縫 合 の 難 易度 は、 どの くら
　 い で した か?
8.あ なた は 卒 後、 口腔 イン プ ラ ン トを治 療 に導 入 した
　 い です か?
9.あ な た は、口腔 イ ンプ ラン ト治 療 を受 けた いで す か?
10.インス トラ クター の説 明 ・指 導 は、 適 切 で したか?
11.価格 や 治 療 期 間 は、 どの くらい が適 当だ と思 い ます
　 か?
12.なにか、 ご意見 が あ りま した らお 書 き くだ さい。
　 口腔 インプラン ト実習前のイメージ調査では,
義歯より感覚的に優れる,最 も天然歯に近い感触
が得 られ る,リ スクが伴 う,手術は難しそう,費
用が高額である,新 しい医療である,特 殊な器具




なのは納得である,口 腔 インプラン トは術前診断
が絶対不可欠だと思う,な どであった。特に数人










































































度と平成20年度を比較す ると,難 しいと答 えた学
生の多かった項 目は,イ ンプラン ト体の埋入の難
易度であった。逆に満足や容易 と答えた学生の多



















図5　 インプラン ト埋入用エンジンを使用 した実習
表7　 アンケー ト結果:学生からの自由なコメント
・実習時間が不足 している。
・実際 に治療 した患者の模 型が見れたので分か りやすかった。
・インプラントの講義 の時間が、不足 している。
最近の治療法を実際 に実習で きて、大変満足である。
・サイナスリフトの実習 も体験 してみ たい。
・こうい った実習は、もっと増やすべ きである。
・研修医のプログラムに導入 して欲 しい。
・下歯槽管や上顎洞 も再現 した模型 を作 って欲 しい。








基本的手技を体験する。」 という項 目に関 しては,
新 しい治療方法に触れたことに対 して高い評価が
得 られた。 これ は,平 成18年度 の口腔 インプラ
ン ト実習におけるアンケー ト結果から,実習時間
および内容において,イ ンプラン ト体の埋入 しか
行えず,長 期 ・多岐にわたる口腔 インプラン ト治
療の流れを理解するには,実 習書およびスライ ド
での説明だけで は不十分で あると判断 し,平成
19年度の実習よ り印象採得時に使用 した個人 ト
レーや最終補綴装置の模型を用いて説明 したこと
が効果的だったと考えられる。






ているので,全 体 を通 して術式をスムーズに行う
ことができたと思われる。
　 カリキュラムに関 しては,臨 床実習前の口腔 イ
ンプラン トに関する講義時間数が不足 しているこ
とが考 えられた。 このため,「口腔インプラン ト
治療の臨床的意義と治療を成功に導 くために必要
な基礎的および臨床的な知識を習得すること」 を
目標に,平 成21年度か ら第4学 年において,口
腔 インプラント学の講義が開始 した。講義 の導入
によって,平 成21年度 のアンケー ト結果がどの
ように影響するかに関 しては,次 回報告する予定
である。渡邉 ら6)の2005年次の調査によると,全
国歯学部29校の中で,卒 前 に口腔 インプ ラン ト
学の授業 を行 っている大学は,93%実施 に達 し
ているものの,口 腔 インプラン ト学 として独立 し
て授業を行っているのは30%と報告 している。ま
た,模 型 を用いた基礎実習 を行っているのは3%
とい う結果であったが,現 在(平 成21年)にお
いては,も う少 し増加 しているものと思われる。
また,統 一 したカリキュラムを必要 とする大学 も
87%にものぼ り,各 大学 とも講義の拡充の必要
性 と効率的なカリキュラムを模索中であることが
うかがえる。
　他の項 目の難易度 については,歯 周外科に関す
る処置では,事 前 に4年 生の歯周病模型実習で
行 ってい るため比較的容易であったと思われた。
平成19年度 と平成20年度 を比較すると,ド リリ
ングが難 しいといった回答が多かったことについ
ては,サ ージカルガイ ドを使用すると,他の歯の
歯軸が覆われて見 えなくなり,か えって ドリリン
(34)
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グが怖く感 じるとの感想があったことも影響 して




と思われた。 また,イ ンプラン ト埋入用エンジン
との比較の 目的で,2本 のインプラン ト埋入のう
ち1本 を回転数が規制できないコントラエンジン
で行 っている。 これにより,適切な回転数 と切削
圧でなければ軸がぶれてしまうことが ドリリング
を難 しいとする原因と考 えられる。また,行 動目
標の 「サージカル ガイ ドの使用 目的と構造 を説明
する」 という項 目に関 しては,使 用目的に関 して
はスライ ドにて説明 し,サージカルガイ ドの製作
過程を模型で示 した。 しかし,サ ージカルガイ ド
を使用すると角度が位置づけられ る利点はあるが,
視野が狭 くなり術野が直視困難 となるので,難 し
く感 じられたと思われる。埋入 されたインプラン
ト体の角度 については,前 田 ら7)の論文 によると,
多少のば らつ きはあるものの,近 心舌側に傾斜す





　 平成19年度か らは日本 メデ ィカルマテ リアル
(JMM)の御協力もあり,実際の口腔 インプラ
ン ト治療で使用するインプラン ト埋入用エンジン
を,1人1台 使用す ることがで きた(図5)。 こ
のことにより,行動 目標にもある 「インプラン ト
埋 入用エンジンの使用 目的と方法を説明する。」
とい う項 目に関連 して,ド リリングおよび スク
リュー締結時の回転数 ・トル クなどの重要性 を,
より実践的に体感 し学習す ることが可能となった。
　 今までの実習をふりかえり,学生からの自由な













口腔 インプラン トには,専 門的なアシスタン ト養
成 も不可欠 と考 えられるため19,20),歯学部の学生





口腔インプラント実習を実施 し,ア ンケー トを実
施 した結果,以 下の知見を得た。
　 1.ア ンケー ト項 目の結果 につ いて平成19年











　 3.口 腔インプラン トに関す る講義において,
時間数が不足 していることが考 えられるので,講
義時間および実習時間の拡充が必要 と思われた。
今後の実習においては,サ ージカルガイ ド製作 ・




会(平 成20年7月11,12日　東京)に おいて発表 した。
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